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 ６ 月 １ 日 に 有 害 プ ラ ン ク ト ン 調 査 を 行 っ た 結 果 、 松 山 漁 港 、
苅 田 本 港 、 苅 田 南 港 、 稲 童 漁 港 内 で 有 害 プ ラ ン ク ト ン の ヘ テ
ロ シ グ マ ・ ア カ シ オ の 赤 潮 が 確 認 さ れ て い ま す 。 ま た 、 調 査
し た 全 漁 港 内 で カ レ ニ ア ・ ミ キ モ ト イ が 引 き 続 き 確 認 さ れ て
い ま す 。  

 

＜ ヘ テ ロ シ グ マ ・ ア カ シ オ の 状 況 ＞  

 

○ 松 山 漁 港 内 で ヘ テ ロ シ グ マ ・ ア カ シ オ の 赤 潮 (表 層 で 海 水
1m l 中 に 18 , 0 0 0 細 胞 ） が 認 め ら れ 、 港 内 で は 着 色 が 認 め
ら れ ま す 。 ま た 、 苅 田 本 港 、 苅 田 南 港 、 稲 童 漁 港 内 で も
同 種 に よ る 赤 潮 が 確 認 さ れ ま し た 。  

 

○ ヘ テ ロ シ グ マ ・ ア カ シ オ は 、 主 に ５ ～ ６ 月 頃 に 発 生 し 、  

 1 0 , 0 0 0 細 胞 /m l 以 上 で 魚 が へ い 死 す る こ と が あ り ま す 。  

 

○ 今 後 も 、 天 候 次 第 で は さ ら に 増 殖 す る 可 能 性 が あ り ま す の
で 、 着 色 が 認 め ら れ て い な い 港 で も 十 分 注 意 し て く だ さ
い 。  

 

＜ カ レ ニ ア ・ ミ キ モ ト イ の 状 況 ＞  

 

○ 調 査 を 実 施 し た 全 漁 港 内 で カ レ ニ ア ・ ミ キ モ ト イ が 確 認 さ
れ て い ま す 。  

 

○ 本 種 は 、 数 ～ 数 千 細 胞 で 魚 介 類 に 被 害 を 及 ぼ し 、 増 殖 初 期
は 中 層 （ 主 に ５ ｍ 層 前 後 ） で 増 殖 す る 性 質 を 持 っ て い ま
す の で 、 海 面 か ら の 観 察 で は 海 水 の 着 色 が 判 別 し に く い
種 類 で す 。  

 

○ 今 後 も 、 天 候 次 第 で は さ ら に 増 殖 す る 可 能 性 が あ り ま す の
で 、 着 色 が 認 め ら れ て い な い 港 で も 十 分 注 意 し て く だ さ
い 。  

 

＜ 貧 酸 素 の 状 況 ＞  

 

○ 貧 酸 素 （ 酸 素 濃 度 30％ 未 満 ） は 確 認 さ れ て い ま せ ん が 、
椎 田 い か だ 付 近 底 層 で 30 . 2％ と 低 い 濃 度 が 確 認 さ れ て い
ま す 。  

 

○ 酸 素 濃 度 は 、 お よ そ ３ ０ ％ 以 下 で 魚 介 類 に 影 響 を 及 ぼ し 、
１ ０ ％ 以 下 で へ い 死 す る 恐 れ が あ り ま す 。  

 



＜ 今 後 の 状 況 ＞  

 

○ 晴 天 が 続 い た 場 合 、 赤 潮 の 発 生 や 継 続 、 そ の 後 、 貧 酸 素 の
発 生 や 継 続 の 恐 れ が あ り ま す 。  

 

○ 着 色 が 認 め ら れ て い な い 漁 港 内 で も 魚 介 類 へ の 影 響 を 回 避
す る た め に 、 漁 獲 後 、 早 め の 出 荷 を お 願 い し ま す 。  

 

○ 研 究 所 で は 引 き 続 き 調 査 を 実 施 し ま す の で 、 今 後 の 情 報 に
十 分 ご 注 意 下 さ い 。  

 

※漁 業 被 害 、海 面 の着 色 などがみられましたら、豊 前 海 研 究 所 ( 0 9 7
9 - 8 2 - 2 1 5 1 ､担 当 :俵 積 田 ､野 副 )までご連 絡 下 さい。  



 

 

 

 

 

 

 


